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地球環境に配慮したサステイナブルな社会の実現には、

カーボンニュートラルの達成、環境負荷の削減が今日の最重要課題となっている。

環境配慮設計を一般化することが課題であり、一部の設計者だけでなく、

建築に関わるすべての設計者が環境に配慮した設計に取り組むことが必要です



BIM活用による環境設計の実践に向けて

目次

1. BIMとデジタル環境設計: ビジュアルプログラミング(VPL)について

2. プロクラ゙ミング技術を活用した環境設計

3. ハンズオン講習会について

*本講演でのBIMは、建築設計のフェーズの「設計図書を作成するためのBIM」の「BIM」を指しています。

施工BIMやBuildingAssemblyModel（BAM)等の「設計図書を作成するBIM」の後工程でのBIM活用に関しては
今回は時間の関係から割愛させていただきます。

BIMを活用した設計者のためのテジ゙タル環境設計
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Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について
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BIMとデジタル環境設計

とは

Building Information Modeling
の

略称です

BIM
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BIMとデジタル環境設計

https://3ddesignbureau.com/blog/digital-transformation-
hand-drawings-to-autocad-to-bim/

手描きの設計図に取り組む建築家たち。画像提供: deMilked.com 2DCad で作業する建築家。画像提供: Adobe Stock

https://3ddesignbureau.com/blog/digital-transformation-hand-drawings-to-autocad-to-bim/

3D BIM モデル。画像提供: Adob  e Stock

手書き 2DCAD BIM

Computer Aided Design

Computer Assisted Drafting

• パソコンを使用して図面を作成

• 線分を色とレイヤーで管理

• 縮尺や表示種類などを切り替えられる

• 但し、人の手で線を引くのは変わらない

• 複製や修正が手書きより作業が楽になる

手書きより
便利

Building Information Modeling

「建築情報」を扱っている
データベースです

人の手による
作図業務の削減

作業効率の向上

より良い建築づくりのために、必要なツールや技術を活用、または生み出してきた
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BIMとデジタル環境設計

Building Information Modeling

「情報」を扱っている

BIM
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BIMとデジタル環境設計

重要なのは
「Information」

の
部分

BIM
Building Information Modeling
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BIMとデジタル環境設計

BIMは、
可変可能な３Dモデルと
３Dモデルに付属する情報から
設計図書を作成するための
設計図や数量書を生成する技術を
総称して呼ぶ概念です

Courtesy of DEKKER PERICH SABATINI “BIM:FOR PROJECTMANAGERS”
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BIMとデジタル環境設計

Courtesy of DEKKER PERICH SABATINI “BIM:FOR PROJECTMANAGERS”

3Dモデルだけではなく
3Dモデルと建築情報が融合した

データベースです
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BIMとデジタル環境設計

Courtesy of Openingdesign | Work |Data Center Prototype
https://openingdesign.com/portfolio/data-center-prototype/

Courtesy of Revit 2024 日本仕様サンプル意匠

3次元の建築部材モデル
（パーツモデル）を
統合すると建築モデルが
作成される

3次元の建築部材モデルに
図面情報や
属性情報（建具番号や品番など）
が付属している
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BIMとデジタル環境設計

Courtesy of Revit 2024 日本仕様サンプル意匠

BIMソフトの画面の例
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BIMとデジタル環境設計

BIMソフトの画面の例

作業画面

属
性
情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ラ
ウ
ザ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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BIMとデジタル環境設計

BIMソフトの画面の例：１つのプロジェクトファイルの中で３D画面・図面・数量などを一元管理

属
性
情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ラ
ウ
ザ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

３Dビュー

断面図
ビュー

平面図
ビュー

建築部材
３Dビュー

建築部材
平面図ビュー
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BIMとデジタル環境設計

BIMソフトの画面の例：１つのプロジェクトファイルの中で３D画面・図面・数量などを一元管理

Courtesy of Revit 2024 日本仕様サンプル意匠
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BIMとデジタル環境設計

Courtesy of Revit 2024 日本仕様サンプル意匠

壁を選択
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BIMとデジタル環境設計 図面が生成される
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BIMとデジタル環境設計 建具番号が配置される
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BIMとデジタル環境設計 建具表・集計表が作成される
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BIMとデジタル環境設計

2DCAD BIM

Data

Data

意匠 構造 設備

Files

図面ごとに大量のファイルが
必要なる
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BIMとデジタル環境設計

BIM
Data

PDF

DWG
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BIMとデジタル環境設計

$1 $20 $60

2008 Skanska Metlife Stadium 
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BIMとデジタル環境設計

BIM
Data

建築設計のプロセスと同じく
BIMも可変する

突然データは生まれない
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BIMとデジタル環境設計

設計プロセスとBIM情報の変化
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BIMとデジタル環境設計

BMとBIM
なんでもかんでも
BIMソフトで
作業する必要はない
目的やフェーズに合わせて
ツールや情報の
扱い方を変えていく

大切なのは「目的」を
もってBIMに取組むこと

決定
図面化のフェーズ

思考錯誤
検討のフェーズ

3D モデリング

Design

Build
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BIMとデジタル環境設計

3D モデリング

Build

決定・作図化のフェーズ思考錯誤・検討のフェーズ

形状を決定していく
材料を決定していく

正確な建築情報を記述していく

デザイン・プロセス支援
による

フロントローディング

プロセスの自動化・効率化
による

生産性向上

シミュレーション
コンピュテーション・デザイン

作図の効率化
ワークフローの自動化

Design

BIM
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BIMとデジタル環境設計

BM→BIM
決定した情報をBIMソフトに転送する（下図は一例）

BMモデル
（3Dモデル）

BIMモデル

Courtesy of Proving Ground Conveyor

BMからBIMへ

BIMからBMへ
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BIMとデジタル環境設計

思考錯誤
検討のフェーズ

3D モデリング

Design

Build

決定
図面化のフェーズ

BMからBIMへ

BIMからBMへ

決定したら、
BMからBIMへ

検討したい場合は
BIMからBMへ

BMからBIMへの
検討→決定のフェーズで
• 形状
• 材料
• 性能
• 構造
• 設備機器
等の決定が行われる
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BIMとデジタル環境設計

コンピュテーション技術の向上により

建築設計用3DCADで

環境シミュレーションが可能になった

BM
3Dモデル

BIM
環境

シミュレーション
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BIMとデジタル環境設計

BMからBIMへの
検討→決定のフェーズで
環境シミュレーションを
設計のプロセスに
取入れて
誰もが環境配慮設計を
行うことも可能

環境性能も
決定の判断要素
とできる

・３次元モデルがあるため
環境解析モデルを
作る必要がない

・BM・BIMに統合された
環境シミュレーションツール
の存在

設計のプロセスに
環境シミュレーションが
統合されない場合

設計のプロセスに
環境シミュレーションが
統合された場合

微々たる
変更でしか
対応できない

検討のプロセスで
環境性能も決定の
判断材料となり
環境に配慮した設計が
可能となる
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BIMとデジタル環境設計

解析ツールとの
連携

BIM設計のプロセスで３次元情報が様々な目的で活用されている
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BIMとデジタル環境設計

BEM

BMからBIMへの
検討→決定のフェーズで
環境シミュレーションを
設計のプロセスに
取入れて
誰もが環境配慮設計を
行うことも可能

環境シミュレーションに
必要な３次元モデルと
属性情報
BEMモデルに変換 Building Energy Model

Building Environmental Model
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BIMとデジタル環境設計

フィードバックデザイン

環境シミュレーションに
必要な３次元情報と属性情報のモデル

BM/BIM
Data

BEM

(Building Energy Model)
(Building Environmental Model) 

Bldgs
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BIMとデジタル環境設計

BEM

BMからBIMへの
検討→決定のフェーズで
環境シミュレーションを
設計のプロセスに
取入れて
誰もが環境配慮設計を
行うことも可能

環境シミュレーションに
必要な３次元モデルと
属性情報
BEMモデルに変換

フィードバックデザインが
可能となる

Building Energy Model

Building Environmental Model
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BIMとデジタル環境設計

設計者が
環境に配慮した
設計を行うことが
あたりまえにできる
環境を提供する

環境の基準値は
あくまで基準値

設計を進めながら
より良い環境に
配慮した建築を
それぞれの設計者の
視点から
取り組めるようになる

シミュレーションをしてデザインにフィードバック

気象分析 形状による環境配慮

昼光解析
日射量解析
熱負荷計算

エンボディードカーボン

材料選定による環境配慮

昼光解析
日射量解析
熱負荷計算

エンボディードカーボン

機器選定による環境配慮

昼光解析
日射量解析
熱負荷計算

エンボディードカーボン
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BIMとデジタル環境設計

思考錯誤
検討のフェーズ

3D モデリング

Design

Build

決定
図面化のフェーズ

BMからBIMへ

BIMからBMへ

決定したら、
BMからBIMへ

検討したい場合は
BIMからBMへ

BMからBIMへの
検討→決定のフェーズで
• 形状
• 材料
• 性能
• 構造
• 設備機器
等の決定が行われる



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIMとデジタル環境設計

つながることの強さ

3dcad

簡易にツールが作れる（アルゴリズムが作成できる）
検討が楽になる
共同作業が楽になる
様々な用途に応用が可能

Rhino Grasshopper

ビジュアルプログラミング
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BIMとデジタル環境設計

ビジュアルプログラミング言語（VPL)とは、

プログラムをテキストで作成するのではなく、

グラフィカルに捜査してプログラムを作成することができる言語のことです。

プログラムを本業としない人が、直感的に使えるツールです。

入力 出力

実行する
コマンド名

x = y
(Fx)

分割する曲線

分割数

折れ曲がり

分割点

正接

Parameter
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BIMとデジタル環境設計

３DCADのRhinoceros(通称ライノ）

Grasshopperが潜んでます

早稲田大学横山君作成
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BIMとデジタル環境設計
実行する
コマンド

x = y
(Fx)

入力 出力

分割する曲線

分割数

折れ曲がり

分割点

正接

Parameter

ルーバーの軸線を作成 ルーバーの作成
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BIMとデジタル環境設計
実行する
コマンド

x = y
(Fx)

入力 出力

分割する曲線

分割数

折れ曲がり

分割点

正接

Parameter

ルーバーの軸線を作成 ルーバーの作成



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIMとデジタル環境設計
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BIMとデジタル環境設計
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BIMとデジタル環境設計
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BIMとデジタル環境設計







デザインシミュレーション



デザインシミュレーション

実際の案件だと条件が複雑なので
思った通りのものが成立するのか

不確定なことが多い
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BIMとデジタル環境設計

たくさん検討できるなら、どのようにより良い回答を取得するか？
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BIMとデジタル環境設計
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BIMとデジタル環境設計 デザインシミュレーション

出幅の違いを色で表示することも可能
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BIMとデジタル環境設計 デザインシミュレーション
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BIMとデジタル環境設計 デザインシミュレーション
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デザインシミュレーション
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BIMとデジタル環境設計



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIMとデジタル環境設計

デザインシミュレーション

ベクトルを利用した日射錐面・等時間日影・時間別日影
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BIMとデジタル環境設計
デザインシミュレーション 外部ファイルとの連携も可能：面積をエクセルに出力する
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BIMとデジタル環境設計

Excelへのデータの入出力が可能
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BIMとデジタル環境設計

他のツールとの連携も可能

どんなツールと連携すると
設計者にとってよりよい建築づくりに

つながるだろうか



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIMとデジタル環境設計

光環境シミュレーションとコンピュテーションツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIMとデジタル環境設計

現状

将来

データドリブンな
フィードバックデザインができる！！！かも



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計：ビジュアルプログラミング(VPL)について

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

本セミナーで紹介するツールは、BIM/3Dモデルを活用した環境配慮設計の一例です。
これはあくまで一つの例であり、このツールに限定する必要はありません。
さまざまなツールが存在していますので、ご自身の設計環境に合ったものを選択して
ください。この一例が、環境配慮設計を始めるきっかけとなれば幸いです。

Every practicing architect should be able to 

conduct and interpret daylighting and 

thermal analyses of their designs.

実務設計者は、自分の設計について
昼光と熱負荷の解析を自ら行い、
その結果を自ら分析できるようになってほしい
デザインの要素に、環境を含めてほしい



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

コンピュテーション技術の向上により

建築設計用3DCADで

環境シミュレーションが可能となった

環境配慮設計技術について

ハーバード大学で開発され、

MITで現在も継続改善開発がされているツール

Climate Studioを例に

• 技術向上による環境解析ツールと３次元設計ツール（BM/BIM)の融合

• データドリブンな環境設計の可能性

について紹介



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

Solemma社
Solemma.com

開発元

ハーバード大学大学院デザイン学部（GSD）で
開発がスタート、大学発ベンチャーとして

Solemma社を設立

代表的なアカデミックメンバー

Timur

ミッション

アカデミックの
知識と技術

社会の要請
設計のニーズ

カーボンニュートラル達成と環境負荷削減のために
建築設計者が環境配慮設計に

取り組むことを支援するツールの提供

設計者が自ら光環境解析と熱負荷計算を
設計プロセスで利用ししながら、

デザインすることができることを支援

2008年ハーバード大で開発スタート
（最初は8名だけの開発授業）

2010年にツールとして一般公開・販売開始
2020年12月販売終了

2017年
サーカディアンライト
シミュレーションツール

ALFAで、新たな計算手法と
マテリアルの実測データなどをもとに
DIVAの進化版として2020年3月一般公開

Diva for Rhino

ALFA

Climate Studio

大学の教育・研究での
利用は無料



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

3次元形状
プラットフォーム

解析設定・結果の可視化

UI

計算エンジン

・GPUの活用
・Backward Progressive Raytracing

技術を利用して計算速度を向上



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

・GPUの活用
・Backward Progressive Raytracing

技術を利用して計算速度を向上

Climate Studioの特徴

&

Rhino単体でもGrasshopperでもどちらでも使えます
来年はRevit版もリリース予定です

ライトユーザー ヘビーユーザ



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

解析の種類



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

① 周辺建物のモデリング

1)GHを活用して概算周辺モデルを立ち上げる



BIM活用による環境設計の実践に向けて

① 周辺建物のモデリング

2)PlateauのCityGMLファイルを使用する

5394611

https://front.geospatial.jp/

参照サイト:東京都23区構築範囲拡大図2/4

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau-tokyo23ku-citygml-2020/resource/40803cc8-c45c-4a81-bb8b-43ea83e3c04b


BIM活用による環境設計の実践に向けて

① 周辺建物のモデリング

2)PlateauのCityGMLファイルを使用する

LOD0 屋上面のみ



BIM活用による環境設計の実践に向けて

① 周辺建物のモデリング

LOD1 LOD2

2)PlateauのCityGMLファイルを使用する



BIM活用による環境設計の実践に向けて

モデリングプリセットファイルを利用する

3)Grasshopperでレイヤごとに3Dモデル化するルールを作っておき、自動で3次元モデル化する



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図 [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー]

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

気象データ

熱負荷計算 昼光シミュレーション PV ADL作成
CS便利ツール

Climate Studio

ADLツール

DOY：Day of Year
HOY：Hour of Year
作成ツール

気象データ確認
気象データ作成ツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

1)ClimateStudioの気象データから気象データ（EPWファイル）を取得する

Click！



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

場所を入力

緯度・経度が表示される

ArcClimate4CS

2)ArcClimate設計用気象データからEPWファイルを取得する



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

2)ArcClimate設計用気象データからEPWファイルを取得する

ZUIでオプションを表示・設定可能



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

気象データを確認する
（表示時期の設定も可能）

気象データを修正する
（設定時期と修正データを入力）

3)気象データの確認と気象データの作成



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

4)空気線図に気象データ（乾球温度、相対湿度）をプロットする



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

4)空気線図に気象データ（EPWファイル）をプロットする



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図

4)空気線図に気象データ（乾球温度、相対湿度）をプロットする



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析

Sunpathツールと直射光概算把握ツール

Climate Studio ADLツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

② 気象データと空気線図



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析

Sunpathツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析

Sunpathツールと直射光概算把握ツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析

Sunpathツールと直射光概算把握ツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析

庇の出幅によるガラス面の日射量の違い



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑥ 年間昼光解析



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑤ 昼光解析

特定日時の照度解析



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑤ 昼光解析

特定日時の照度解析



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑤ 昼光解析

照明便利ツール



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

④ 年間日射量解析



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑥ 年間昼光解析

パラメトリックスタディ 支援ツール
ADL EXPLORER （DsignExplorerの改良・オフライン版）

数百・数千の解析結果から
デザイン形状や設計条件を決定していく



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑦熱負荷計算



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑦熱負荷計算



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑨ 自然換気回路網の可視化



BIM活用による環境設計の実践に向けて

Timeline

BIMとデジタル環境設計

プログラミング技術を活用した環境配慮設計：Climate Studioで学ぶ環境配慮設計

Climate Studioと環境設計ツール群について

① 周辺建物のモデリング   [Plateau] 

② 気象データと空気線図   [ArcClimate4CS] [空気線図] [エンタルピー] 

③ Sunpath [RayIntersect] [DaylitReflection] [DesignExplorer]

④ 年間日射量解析  (敷地分析・日除け効果係数・太陽光パネル）[表示ツール]

⑤ 昼光解析：特定日時の照度解析について（形・材料・樹木・照明器具）

⑥ 年間照度解析(UDI・sDA・ASE・ブラインドの設定）

⑦ 熱負荷計算

⑧ 自然換気回路網の可視化 [AFN]

⑨ WEBPRO・LCA  [WEBPRO]

質疑・ハンズオン講習会について



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

WEBPRO（現在は標準法のみ・ハンズオン講習ではモデル建物法にも対応）



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

WEBPRO（現在は標準法のみ）



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

WEBPRO（現在は標準法のみ）



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

建築物のライフサイクル全体
欧州規格 EN 15978:2011
建設工事の持続可能性
建築物の環境性評価算出方法

エンボディードカーボン



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

企画・基本設計 実施設計 見積・施工図

情報
レベル

LOD１
概算

LOD２
標準

LOD３
詳細

データ 標準データ
IDEA

標準データ
IDEA

製品別
EPD

インベントリーデータベース
標準データ EPD

EPD
環境製品宣言
エコリーフ

インベントリーデータとEPD（製品環境宣言書Environment Product Declaration）

環境負荷
原単位の

種類

より環境負荷の低い
材料を選択

より環境負荷の低い
製品を選択



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

Revitのパーツモデル（ファミリ）とデータをマッチングさせて算出。
最初の設定に手間がかかるが、一度設定すれば設計変更に対応して都度だせるので、設計プロセスに向いている

PDFのLCA報告書と
エクセルの算出表が
生成される



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

カーボンニュートラルの樹を育てよう｜JIA提言書2023

提言者：寺尾信子 (STUDIO TERAOS 株式会社寺尾三上建築事務所)

Embodied Carbon算出に向き合う／既存改修有効性・国内不足情報の確認



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

120

システム境界は、建築全寿命（A～D：EN15978）を対象として環境負荷 5項目の分析を行った。

5項目とは地球温暖化･酸性化･富栄養化･スモッグ生成･非再生可能エネルギー(TRACI 2.1) 

LEED認証では建築寿命を60年で設定するが,今回は本建築使用目標にあわせ30年の設定とした



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

改修
26ページ

サマリー目次

結果
レポート

LCステージ

LCステージ
と要素

マテリアル別

Tallyの詳細
マテリアル別

Revitの詳細
マテリアル別

Revitの
カテゴリ別

計算手法について
の説明

使用した
マテリアルデータ

の詳細情報

エクセルの
集計表



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

企画・基本設計 実施設計 見積・施工図

情報
レベル

LOD１
概算

LOD２
標準

LOD３
詳細

BM
ビルディングモデル
概算数量が拾える

BIM
BIMモデル

マテリアル情報

I
詳細な数値情報が手に入る

積算・見積もりデータ

ツール
Rhino＋Grasshopper Revit+Tally

Data

バック
グラウンド
データ

標準データ
IDEA

建築学会

標準データ
IDEA

建築学会

製品別
EPD

が望ましい

フェーズ

３DCAD BIM

詳細な情報・表計算

インベントリーデータベース
標準データ EPD

EPD
環境製品宣言

より環境負荷の低い
材料を選択

より環境負荷の低い
製品を選択



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

３DCAD
Rhinoceros

Visual Programming Tool
Grasshopper

細項目
部材別

中項目
カテゴリ

大項目
プロジェクト

データ

中項目
カテゴリ

細項目
部材別

データ

細項目
部材別

データ

細項目
部材別

データ

中項目
カテゴリ

中項目
カテゴリ

建築設計者のためのLCA算出ツール（GH)



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

細項目
部材別

中項目
カテゴリ

大項目
プロジェクト

結果の出力
可視化

データ

Idea
データの選定

部材の値
の算出

例：構造柱
構造梁
構造床
階段

部位の値
の算出

例：構造
基礎
外装

例：A案
B案

プロジェクト単位の
算出

エクセル出力
グラフ出力

① ②

見せちゃダメ

IDEAデータ
表示禁止

IDEAデータ
表示禁止



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA
例：テイクアウトコーヒのコップのシステム境界の例

段階 カテゴリ名 部材名称 単位 資源投入量
*小計はKgのみ合算

気候変動 各段階ごと
の割合

全段階で
の割合

電力 kWh 0.02168 1.2197E-02 33.91% 4.37%

都市ガス MJ 0.00316 2.0121E-04 0.56% 0.07%

加工ロス kg 0.00100 1.1193E-04 0.31% 0.04%

紙カップ用原紙 kg 0.00650 5.3357E-03 14.83% 1.91%

内側ラミネート kg 0.00033 6.4185E-04 1.78% 0.23%

外側発泡用ラミネート kg 0.00167 3.2131E-03 8.93% 1.15%

0.00950 2.1701E-02 60% 7.77%

ふた kg 0.00714 1.4065E-02 39.10% 5.04%

電力 kWh 0.00006 3.3750E-05 0.09% 0.01%

成形端材リサイクル kg 0.00214 1.7312E-04 0.48% 0.06%

0.00928 1.4272E-02 39.67% 5.11%

0.01878 3.5973E-02 100% 12.88%

コーヒー kg 0.01500 1.8940E-01 91.88% 67.83%

ペーパーフィルター kWh 0.00200 3.1153E-03 1.51% 1.12%

ガス MJ 0.10125 6.4438E-03 3.13% 2.31%

水 m3 0.00002 6.0232E-06 0.00% 0.00%

発生ごみ kg 0.01700 7.1819E-03 3.48% 2.57%

0.03200 2.0615E-01 100% 73.83%

発生ごみ kg 0.03500 1.4786E-02 39.85% 5.30%

廃ふた・廃カップ kg 0.00700 2.2319E-02 60.15% 7.99%

0.04200 3.7106E-02 100% 13.29%

9.2785E-02 2.7923E-01 - 100%

3 焼却工程

小計

小計 kg

小小計

小小計

1-1紙カップ製造

1-2ふた製造

2 ホットコーヒー生産

製造段階

生産段階

廃棄段階

合計

小計

段階 カテゴリ名 部材名称
気候変動

IPCC 2013 GWP 100a
気候変動 オゾン層破壊 酸性化 都市域大気汚染 富栄養化 資源消費

電力 1.2264E-02 1.2197E-02 2.9668E-09 1.2044E-05 9.1972E-06 7.4578E-10 8.3204E-08

都市ガス 2.0227E-04 2.0121E-04 3.3952E-10 5.6081E-08 1.1515E-08 4.2124E-14 1.2150E-09

加工ロス 1.1819E-04 1.1193E-04 7.7703E-12 4.5025E-07 2.5358E-07 1.3138E-10 2.3546E-10

紙カップ用原紙 5.3724E-03 5.3357E-03 1.0318E-09 7.2387E-06 4.7523E-06 1.0926E-06 6.6192E-08

内側ラミネート 6.5149E-04 6.4185E-04 1.4203E-11 7.8771E-07 5.7330E-07 1.1767E-08 1.1753E-08

外側発泡用ラミネート 3.2614E-03 3.2131E-03 7.1102E-11 3.9433E-06 2.8699E-06 5.8904E-08 5.8834E-08

小小計 2.1870E-02 2.1701E-02 4.4312E-09 2.4520E-05 1.7658E-05 1.1641E-06 2.2143E-07

ふた 1.4273E-02 1.4065E-02 2.4399E-09 1.7180E-05 1.2506E-05 2.6010E-07 2.9535E-07

電力 3.3937E-05 3.3750E-05 8.2094E-12 3.3327E-08 2.5450E-08 2.0636E-12 2.3023E-10

成形端材リサイクル 1.7416E-04 1.7312E-04 3.4541E-11 1.7303E-07 1.2886E-07 3.3790E-10 1.7352E-09

小小計 1.4481E-02 1.4272E-02 2.4827E-09 1.7387E-05 1.2660E-05 2.6044E-07 2.9731E-07

小計 kg 3.6351E-02 3.5973E-02 6.9138E-09 4.1907E-05 3.0318E-05 1.4245E-06 5.1875E-07

コーヒー 1.8621E-01 1.8940E-01 5.9493E-08 1.0471E-04 7.1277E-05 2.4311E-03 1.0362E-05

ペーパーフィルター 3.1350E-03 3.1153E-03 7.6367E-10 3.9573E-06 2.6224E-06 6.5536E-08 1.5082E-08

ガス 6.4779E-03 6.4438E-03 1.0873E-08 1.7960E-06 3.6876E-07 1.3490E-12 3.8910E-08

水 6.0563E-06 6.0232E-06 1.6082E-12 5.9297E-09 4.4956E-09 1.3406E-11 4.4411E-11

発生ごみ 7.3434E-03 7.1819E-03 2.3839E-10 2.8824E-06 1.6482E-06 1.0356E-07 1.4469E-08

小計 2.0318E-01 2.0615E-01 7.1370E-08 1.1335E-04 7.5921E-05 2.4313E-03 1.0431E-05

発生ごみ 1.5119E-02 1.4786E-02 4.9080E-10 5.9345E-06 3.3933E-06 2.1322E-07 2.9788E-08

廃ふた・廃カップ 2.2344E-02 2.2319E-02 2.7286E-11 4.9997E-07 1.5233E-07 8.2191E-10 4.7216E-10

小計 3.7463E-02 3.7106E-02 5.1808E-10 6.4344E-06 3.5457E-06 2.1404E-07 3.0260E-08

2.7699E-01 2.7923E-01 7.8802E-08 1.6169E-04 1.0978E-04 2.4329E-03 1.0980E-05合計

生産段階 2 ホットコーヒー生産

廃棄段階 3 焼却工程

製造段階

1-1紙カップ製造

1-2ふた製造

インベントリ分析結果 気候変動とその他6項目

インベントリ分析結果 資材投入と気候変動

表示NG



BIM活用による環境設計の実践に向けて

⑩ WEBPRO・LCA

・設計者は、判断（新築・改修・建てない）と建材の選択することができる。

・EPDのある製品を積極的に採用することで、環境負荷の少ない商品開発を
後押しすることができる。
（リサイクル率の高いものを選択する等も）

設計者ができること

企画・基本設計 実施設計 見積・施工図

LOD１
概算

LOD２
標準

LOD３
詳細

フェーズ

インベントリーデータベース
標準データ EPD EPD

環境製品宣言

より環境負荷の低い

材料を選択

より環境負荷の低い

製品を選択

データ
ベース



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

設計のプロセスに
環境シミュレーションが
統合されない場合

設計のプロセスに
環境シミュレーションが
統合された場合

微々たる
変更でしか
対応できない

検討のプロセスで
環境性能も決定の
判断材料となり
環境に配慮した設計が
可能となる



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

設計者が環境設計に興味がないと

設計者 環境デザイナー
シミュレーションの結果



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

設計者が環境設計に興味があると、、

協力しあう

ツールが
人と人

人や知識を
つなげる



BIM活用による環境設計の実践に向けて

デジタルと環境設計ツール群について

最も大切なのは
コンセプト

意思
思い

BIMはツールの１つ
本当に作りたいものへ
たどり着くためのツール
環境配慮設計を設計者が主体的に取り組めるように
技術がサポートする



BIM活用による環境設計の実践に向けて

BIM活用による
環境設計の実践に向けて

BIM概論とシミュレーション技術を活用した環境設計

株式会社アルゴリズムデザインラボ
Algorithm Design Lab.inc

Algo.co.jp

代表取締役
Founder & CEO

重村 珠穂
Tamaho Shigemura

Bldgs Data

BIM BEM
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